
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 
 

学 校 名 大垣市立綾里幼保園 

実 施 期 間 平成２６年１０月２４日（金） 

 

実 施 概 要 

老人クラブの方との交流会（３・４・５歳児） 

・綾里地区老人クラブの方と園児が手をつないで綾野地区を散歩し、 
山車や自然を見たり、ふれあい遊びをしたりする。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者  人 
計 ４８ 人 

地域関係者 ４８ 人 

 

実 施 状 況 

・綾里幼保園にて園児と老人クラブの方がペアになり、名前を伝え合った
り握手をしたりして挨拶をした後、手をつないで綾野町内を散歩した。 

・散歩コースに綾野祭りの山車の蔵４か所のうち２か所を組み込み、中を
見せてもらった。綾野祭りがあったばかりで、蔵の２階で真近に見る山
車の装飾は興味深く、「すごいね。」「きれいだね。」と見ることがで
きた。また、老人会の方の中には、歴史ある綾野祭りを継承する喜びを
話される方もみえた。 

・道中では、畑の野菜の名前を教えてもらったり、たわわに実る柿を見た
りして秋の季節を感じながら歩くことができた。 

・園に戻った後は、老人クラブの方に頂いたミカンを一緒に食べたり、ふ
れあい遊びをしたりしてお年寄りならではの優しさに包まれて楽しく過
ごした。 

 
 

成果及び課題 

・老人会の方が園児の気持ちに寄り添い、積極的に声をかけてくださるこ

とで、すぐに打ち解けて心を通わせ親しみをもって過ごすことができた。 

・老人会の中には、日頃、小さな子どもと接する機会のない方もみえて喜

ばれた。 

・降園時には、行事の様子が分かるように写真を掲示したことで、子ども

から楽しかった話を保護者に伝えることができた。保護者には地域に支

えられている幼保園ということが伝わった。 

・このような行事があることで、地域の方が園の子どもの様子を見てかわ

いいと思い、幼保園の子ども達を支えてあげようと感じてくださる機会

となっている。中には、後日イチゴの苗やどんぐりをくださる方もみえ

て、新たなつながりができた。 
 
  
 


